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卵毋細胞の体外発育
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哺乳類の卵母細胞を体外で自由自在に発育させる
ことができれば，生産した卵子の利用という実利面
と，培養系なればこそ解明できる卵形成メカニズム
の追究という学術面での強力なツールとなる。それ
らのうち，卵子を生産して純粋に卵子として利用す
ることについては，未だその時代は到来していない。
一方，学術面では，近年ようやく研究ツールとして
実装される段階に入ったといえる。
これまでにも，生体内のある現象を体外発育培養

を使って検証する研究はいくつもあったが，2015年
にマウス卵子の減数分裂で働く遺伝子を特定するた
めにPfenderら [1]が行った二次卵胞の培養とRNAi
を使ったライブイメージスクリーニングの組み合わ
せは，研究ツールとしての体外発育が新たな展開を
迎えていることを示した。マウスでは今後このよう
な報告が増えていくことが期待される。というのも，
従来はマウス新生仔の原始卵胞が体外発育の最も早
い段階の材料であったが [2]，最近ついに 12.5日齢の
マウス雌胎仔の生殖腺に含まれる始原生殖細胞を出
発点の材料とし，約 1ヶ月の培養で正常な発生能を
有する卵子を作出することが可能となったためであ
る [3]。さらには，ES細胞や iPS細胞に由来する始原
生殖細胞様細胞からの卵子の作出も可能であること
が明らかとなった [4]。単純に考えれば，ある操作が
卵形成のその後のある過程に及ぼす影響を調べたい
場合，「ある操作」を行う卵母細胞の発育段階も，そ
の後の「ある過程」も，自由に選べることになったの
である。類似の実験としては腎皮膜下や卵巣嚢への
移植が該当するが，それらの実施には様々な制約を
伴うことから，培養で代替できるメリットは計り知
れない。

マウス以外で体外発育由来卵子から産仔が得られ
ているのはウシに限られるが，その場合の培養開始
時の発育段階は減数分裂の再開能を獲得する少し前
の段階である。2週間の培養で作出される卵子は，体
外受精はもちろんのこと [5]，その細胞質はクローン
を作出するためのレシピエントとしての能力も備え
ている [6]。2週間の培養で調べることのできる内容
については，その様な体外発育を実験に組み込む研
究も増えている [7–9]。また，マウス以外の動物種で
は二次卵胞以前の卵胞培養については，いまだその
ほとんどが卵母細胞ではなく卵胞の変化を調べたも
のである。
今後，研究用のツールとしての体外発育はマウ

スを中心として様々に展開されることが期待される。
一方，より多くの人々が関心を寄せるとすれば，卵
子の作成とその利用であろう。そのためにはマウス
以外の動物種でも，原始卵胞や一次卵胞から卵子を
作出することのできる培養系の開発が必要とされる。
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